
全国の舞台で快挙�
　10月 19 日、富山県富山市で開催された第 26 回全国消
防操法大会に鹿児島県代表として「小型ポンプ」の部に出
場した城川内分団城川内班が見事、準優勝を果たしました。

（関連記事＝ P２、３）



↑開会式での堂々とした入場行進

↑張り詰めた緊張感が漂う操法開始前

↑悪条件を感じさせない安定した操法を披露

↑川添町長に準優勝の報告

城
川
内
分
団
城
川
内
班
の

選
手
を
紹
介
し
ま
す

↑補助員をはじめ、団員全員で見守る
晴れ舞台で魅せた長島の操法

大会結果（小型ポンプの部・出場 25消防団）

都道府県 消防団 総合得点 タイム
優勝 滋賀県 日野町消防団 91.0 40.72

準優勝 鹿児島県 長島町消防団 89.5 42.34
準優勝 兵庫県 福崎町消防団 89.0 41.09
準優勝 岐阜県 下呂市消防団 88.5 41.73

　

城
川
内
分
団
城
川
内
班
が
全
国
消
防
操
法
大
会
に
初
出
場
し
「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」
で

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
に
富
山
県
富
山
市
の
広
域
消

防
防
災
セ
ン
タ
ー
で
第
26
回
全
国
消
防
操

法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島
県

代
表
で
本
町
か
ら
全
国
大
会
初
出
場
の
城

川
内
分
団
城
川
内
班
が
「
小
型
ポ
ン
プ
の

部
」
で
見
事
、
準
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

　

全
国
消
防
操
法
大
会
は
総
務
省
消
防
庁

お
よ
び
日
本
消
防
協
会
主
催
で
２
年
に
１

回
開
催
さ
れ
、
各
都
道
府
県
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
48
消
防
団
が
ポ
ン
プ
車
の
部
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
の
２
部
門
に
分
か
れ
て
、

速
さ
、
正
確
性
、
規
律
の
正
し
さ
を
競
い

ま
す
。
今
大
会
は
日
本
海
側
で
初
め
て
の

開
催
で
、
各
県
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
消
防

団
選
手
・
応
援
団
な
ど
約
１
万
人
が
詰
め

掛
け
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
城
川
内
分
団
の
選
手
と
そ

の
家
族
、
関
係
者
ら
約
50
人
が
大
会
に
参

加
し
、
選
手
を
応
援
し
ま
し
た
。

　

大
会
前
日
の
18
日
に
は
、
出
場
全
選
手

が
勢
揃
い
し
た
激
励
交
流
会
が
行
わ
れ
、

歌
手
の
水
前
寺
清
子
さ
ん
ら
著
名
人
が
参

加
し
、
選
手
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
、
午
前
９
時
過
ぎ
に
開
会
式

が
行
わ
れ
、鈴
木
淳
司
総
務
副
大
臣
が「
消

防
団
こ
こ
に
あ
り
と
い
う
実
力
を
見
せ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
大
会
の
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　

城
川
内
分
団
の
競
技
は
16
番
目

で
、
天
候
が
崩
れ
出
し
た
午
後
１
時

過
ぎ
に
操
法
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

応
援
席
で
町
関
係
者
が
固
唾
を
呑

ん
で
見
守
る
中
、
選
手
た
ち
は
大
雨

に
も
屈
せ
ず
、
機
敏
で
確
実
な
操
法

を
披
露
。
堂
々
の
準
優
勝
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
指
揮
者
の
宮
内
也
寸
志

さ
ん
と
１
番
員
の
小
牛
尾
勇
介
さ
ん

は
優
秀
選
手
賞
に
選
ば
れ
、
本
町
の

消
防
の
歴
史
に
新
た
な
輝
か
し
い
１

ペ
ー
ジ
を
刻
ん
だ
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

21
日
、
大
会
を
終
え
て
帰
路
に
就

い
た
選
手
ら
は
鹿
児
島
空
港
で
他
市

町
の
消
防
団
関
係
者
に
横
断
幕
と
温

か
い
拍
手
で
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
、
城
川
内
分
団
の
選
手

ら
は
全
国
大
会
準
優
勝
の
報
告
の
た

め
、
川
添
健
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

分団長　竹山　隆二

　県の代表として、団員全員
で挑んだ初の全国舞台で城川
内の操法をやりきってくれた
ことを嬉しく思います。
　町民の皆さんにも夢と感動
と楽しみを少しは与えられた
かなと思います。応援ありが
とうございました。

　経験したことのない大きな
会場、多くの観客、緊張感の
中、要員全員が力を出し切れ
たことを誇りに思います。長
島町の操法が全国に通用する
ことを証明でき、嬉しく思い
ます。

　初めての舞台で極限の緊張
感の中、要員全員がいつも通
りの操法ができて、結果を残
せたことを嬉しく思います。
　皆さんのおかげです。あり
がとうございました。

　「楽しんでこい」、「やり切っ
てこい」という激励の言葉が
力になりました。今回、全国
大会という憧れの舞台でこの
ような成績を収めることがで
きたのは支えていただいた皆
さんのおかげです。

　全国大会という場で「いつ
も通り」の操法ができました。
皆さんの応援があったからだ
と思います。
　本当にありがとうございま
した。

３番員　飯尾　翔吾２番員　増田　翔太

１番員　小牛尾勇介指揮者　宮内也寸志

第 26回全国消防操法大会

城川内分団が準優勝

し
た
。

　

諏
訪
義
則
消
防
団
長
は
「
選
手
が

頑
張
っ
て
く
れ
た
結
果
。
準
優
勝
は

県
に
と
っ
て
も
価
値
の
あ
る
も
の
」

と
報
告
し
、　

川
添
町
長
は
「
大
き

な
栄
誉
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
は
町
民

の
誇
り
。
本
町
の
一
流
の
操
法
技
術

の
伝
統
を
築
い
て
ほ
し
い
」
と
称
賛

し
ま
し
た
。
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わが町の地方創生

↑川添町長から委嘱状の交付

↑長岡技術科学大学とのテレビ会議の様子

　

第
13
回
長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
が
10
月
28
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
旧
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
跡
地
周
辺

を
会
場
と
し
た
、
１
・
５
㌔
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ー
ス
、
３
㌔
、
10
㌔
の
３
つ
の

コ
ー
ス
に
町
内
外
か
ら
約
１
０
０
０

人
の
参
加
者
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
過
ぎ
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
の
合
図
が
鳴
り
、
約
３
７
０

人
の
親
子
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
途

中
で
泣
き
出
す
幼
児
も
い
ま
し
た

が
、
保
護
者
か
ら
手
を
引
か
れ
な
が

ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
観
客
か
ら
の

声
援
や
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

10
㌔
と
３
㌔
の
コ
ー
ス
で
は
、
選
手

た
ち
は
東
シ
ナ
海
を
横
目
に
長
島
路
を
駆

け
抜
け
、さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
本
町
の
特
産
品
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
が
開
か
れ
、

選
手
た
ち
が
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

湧
水
町
か
ら
家
族
で
参
加
し
た
松

村
佳
奈
さ
ん
は
「
景
色
が
素
晴
ら
し

く
て
、
楽
し
ん
で
走
れ
た
」
と
抽
選

会
で
当
た
っ
た
鰤
フ
ィ
レ
を
手
に
満

足
し
た
様
子
で
し
た
。

　

10
月
17
日
、
町
内
の
小
学
５
、６
年
生
を

対
象
と
し
た
、
第
13
回
町
小
学
校
陸
上
記
録

会
が
城
川
内
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
５
人
の
児
童
が
記
録
に
挑
戦
し
、
仲

間
や
応
援
に
駆
け
付
け
た
保
護
者
か
ら
、
大

き
な
声
援
を
受
け
全
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
１
位

の
み
を
掲
載
）

５
年
男
子

　

１
０
０
㍍
走　
　

平
田
綜
時
（
鷹
巣
小
）
14
秒
８

　

走
り
幅
跳
び　
　

楠
元
仁
道
（
城
川
内
小
）
３
５
６
㌢

　

走
り
高
跳
び　
　

湊　

獅
童
（
平
尾
小
）
１
２
２
㌢

　

８
０
０
㍍
走　
　

平
田
綜
時
（
鷹
巣
小
）
２
分
40
秒
４
新
記
録

　

４
０
０
㍍
リ
レ
ー　

鷹
巣
小
Ａ　

１
分
03
秒
４

　
　
　
（
平
田
綜
偉
、
浦
底
悠
伸
、
西
崎
澄
空
、
平
田
綜
時
）

５
年
女
子

　

１
０
０
㍍
走　
　

大
堂
夢
華
（
蔵
之
元
小
）
15
秒
５

　

走
り
幅
跳
び　
　

髙
橋
ひ
な
の
（
伊
唐
小
）
３
４
７
㌢

　

走
り
高
跳
び　
　

池
田
悠
貴
那
（
獅
子
島
小
）
１
１
０
㌢

　

８
０
０
㍍
走　
　

中
村
り
の
あ
（
鷹
巣
小
）
３
分
04
秒
４

　

４
０
０
㍍
リ
レ
ー　

鷹
巣
小
Ａ　

１
分
06
秒
７

　
　
　
（
村
迫
妃
百
合
、
川
中
愛
海
、
諏
訪
愛
仁
、
中
村
り
の
あ
）

６
年
男
子

　

１
０
０
㍍
走　
　

下
平
哲
大
（
鷹
巣
小
）
14
秒
１

　

走
り
幅
跳
び　
　

下
平
哲
大
（
鷹
巣
小
）
４
２
３
㌢

　

走
り
高
跳
び　
　

坂
ノ
上
幹
（
鷹
巣
小
）
１
２
２
㌢

　

８
０
０
㍍
走　
　

中
村
奏
斗
（
鷹
巣
小
）
２
分
46
秒
９

　

60
㍍
ハ
ー
ド
ル
走　

山
嵜
櫻
星
（
平
尾
小
）
11
秒
１

　

４
０
０
㍍
リ
レ
ー　

鷹
巣
小　

１
分
01
秒
２

　
　
　
（
小
﨑
爽
史
、
坂
ノ
上
幹
、
中
村
奏
斗
、
下
平
哲
大
）

６
年
女
子

　

１
０
０
㍍
走　
　

棚
崎
優
奈
（
川
床
小
）
16
秒
０

　

走
り
幅
跳
び　
　

町
田
莉
乃
（
城
川
内
小
）
３
２
０
㌢

　

走
り
高
跳
び　
　

白
濵　

凜
（
平
尾
小
）
１
０
５
㌢

　
　
　
　
　
　
　
　

尻
無
濵
優
菜
（
鷹
巣
小
）（
同
記
録
）

　

８
０
０
㍍
走　
　

濵
島
優
妃
（
鷹
巣
小
）
３
分
00
秒
７

　

60
㍍
ハ
ー
ド
ル
走　

濵
島
優
妃
（
鷹
巣
小
）
11
秒
０

　

４
０
０
㍍
リ
レ
ー　

鷹
巣
小　

１
分
05
秒
１

　
　
　
（
尻
無
濵
優
菜
、
田
中
綾
乃
、
邑
山
ら
ぶ
、
濵
島
優
妃
）

５
・
６
年
混
合

　

４
０
０
㍍
リ
レ
ー　

平
尾
小　

１
分
07
秒
７

　
　
　
（
西
村
翔
哉
、
山
嵜
櫻
星
、
上
ノ
町
遙
希
、
濵
本　

輝
）

自分の記録に挑戦 ～第 13 回小学校陸上記録会～

トライジョギング大会
秋風とともに駆ける

↑仲良く完走を目指す親子連れ

↑号砲と同時に一斉にスタートした選手

　

10
月
30
日
、
役
場
庁
議
室
で
第
１

回
目
の
「
長
島
町
・
長
岡
技
術
科
学

大
学
連
携
推
進
委
員
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
発
足
の
目
的
は
、
町

と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

長
岡
技
術
科
学
大
学
（
新
潟
県
長
岡

市
、
東
信
彦
学
長
）
と
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

で
す
。

　

今
回
の
協
議
は
テ
レ
ビ
会
議
で
進

め
ら
れ
、
本
町
か
ら
は
川
添
町
長
、
各

委
員
ら
が
出
席
し
、
同
大
学
か
ら
は
鎌

土
重
晴
理
事
・
副
学
長
、
牧
慎
也
特
任

准
教
授
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
委
員
は
町
議
会
、
自
治
公

民
館
連
絡
協
議
会
、
各
生
産
組
合
、

商
工
会
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
、
協
議
の
前
に
川
添
町
長
か
ら

各
委
員
に
委
嘱
状
の
交
付
が
あ
り
ま

し
た
。　

　

協
議
で
は
、
同
大
学
が
本
町
で
取

り
組
ん
で
い
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
苗

生
産
の
調
査
報
告
が
さ
れ
、
活
発
な

質
疑
応
答
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
今
後
の
視
察
研
修
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

川
添
町
長
は
「
発
足
を
機
に
、
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
期
待

を
込
め
ま
し
た
。

　長島大陸Ｎセンターでは、自ら課題を発見し、
自ら解決策を考えることで、社会をより住みやす
い場所に変えていくプログラム「ソーシャルチェ
ンジ」を今年も開催します。
　このプログラムは 21 世紀に必要とされる「対
話から未来をつくり出していく力」を身につける
ことを目的としています。昨年は本町で優勝
し た チ ー ム「 ヨ ー グ リ ー ナ 」 が 全 国 大 会 の
SocialChange 部門でグランプリを獲得しました。
　優勝者には、東京でプレゼンをする機会が与え
られます。ぜひご参加ください。
○日時：12 月 22 日（土）、23 日（日） 
　　　　両日とも午前 10 時から午後４時（開　
　　　　場：９時 30 分〜）
○会場：長島大陸Ｎセンター
○参加資格
　長島町在住、または出身の中学生・高校生（定
員 30 名）

○参加費：2,000 円 
○申し込み方法　
　下記の長島大陸Ｎセンターのサイトまたは QR
コードから申し込みお願いします。
h t t p : / / n c e n t e r - n a g a s h i m a . c o m / s o c i a l -
change-2018/
◎問い合わせ先
　役場地方創生課地方創生係
　☎（86）1101［直通］

映
画
「
夕
陽
の
あ
と
」

　

町
で
は
、
映
画
「
夕
陽
の
あ
と
」

の
製
作
費
、
宣
伝
費
の
寄
附
を
募
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
１
０
０
０
万
円

を
目
標
金
額
と
し
て
い
ま
す
。

　

寄
附
者
は
所
得
税
や
住
民
税
が
控

除
対
象
と
な
り
、
返
礼
品
と
し
て
金

額
に
応
じ
て
映
画
観
賞
券
や
エ
ン
ド

ロ
ー
ル
へ
の
記
名
の
ほ
か
、
特
産
品

や
ロ
ケ
地
周
遊
ツ
ア
ー
な
ど
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

映
画
は
11
月
下
旬
か
ら
町
内
で
本

格
ロ
ケ
が
始
ま
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
地
方
創
生
課
地
方
創
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
０
１
［
直
通
］

目
標
１
０
０
０
万
円

ソーシャルチェンジ参加者募集 長島大陸Ｎセンター

↑昨年度のヨーグリーナのプレゼンの様子

↑こちらの QR コードからクラ
ウドファンディングのサイトに
移動します

町
の
活
性
化
に
向
け
て

連
携
推
進
委
員
会
発
足

45



↑
食
品
・
工
芸
品
な
ど
幅
広
く
紹
介
し
て

い
る
本
町
の
カ
タ
ロ
グ

本町が扱う豊富な返礼品の一例

頂
い
た
寄
附
金
の
「
使
い
道
」

　

頂
い
た
寄
附
金
は
寄
附
者
の
意
向

に
沿
っ
た
３
つ
の
使
い
道
を
選
択
で

き
ま
す
。

○
景
観
づ
く
り
に
係
る
事
業

　
「
石
積
み
と
花
の
ま
ち
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
本
町
の
美
し
い
景
観
を
整

備
し
ま
す
。

　
○
夢
追
い
獅
子
島
架
橋
基
金
事
業

　

獅
子
島
へ
の
架
橋
実
現
に
向
け
て

基
金
の
積
み
立
て
を
行
い
ま
す
。

○
ぶ
り
奨
学
金
基
金
に
関
す
る
事
業

　

本
町
出
身
の
子
ど
も
が
卒
業
後
に

戻
っ
て
き
た
場
合
の
奨
学
金
返
済
分

補
填
金
の
積
み
立
て
を
行
い
ま
す
。

◎問い合わせ先
　役場地方創生課ふるさと納税係
　☎（86）1101[ 直通 ]

ふるさと納税のお問い合わせは
こちらからお願いします

平成 29年度寄附者が選択した寄附金の使い道
使い道として選べる事業 寄附金額（千円）
景観づくりに係る事業 110,380
夢追い獅子島架橋基金事業 34,249
ぶり奨学金に関する事業 68,825
その他地域活性化に関する事業 108,956

計 322,410

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
生
ま
れ
故

郷
や
居
住
し
た
こ
と
が
な
い
か
た
で

も
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄
附
が
で

き
る
制
度
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
納
税
す
れ
ば
、

収
入
な
ど
で
決
ま
る
限
度
内
な
ら
、

寄
附
額
か
ら
原
則
２
０
０
０
円
を
引

い
た
額
が
所
得
税
・
住
民
税
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
も
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成

20
年
度
か
ら
返
礼
品
と
し
て
特
産
品

の
贈
呈
を
開
始
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

サ
イ
ト
や
物
産
展
な
ど
で
情
報
発
信

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
寄
附
額
は
毎

年
、
増
加
傾
向
で
平
成
28
年
度
が

１
億
８
７
１
３
万
円
、
平
成
29
年
度

は
３
億
２
２
４
１
万
円
の
寄
附
を
頂

き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
を
紹
介
す
る
カ
タ
ロ
グ
を
準
備
し

て
い
ま
す
。
返
礼
品
に
興
味
の
あ
る

か
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
本
町
へ
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
町
外
に
お
住

ま
い
の
か
た
に
も
本
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
出

品
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
か
た
に
は
職
員
が
個
別
に
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
特
産
品

の
出
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

・
町
内
に
本
店
、
支
店
、
工
場
な
ど
を
有

　

す
る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
者

　

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

・
暴
力
団
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

　

関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

長ふ
る
さ
と島
の
活
力
に
な
り
ま
す

皆
さ
ん
の
善
意
が

返
礼
品
を
募
集
し
ま
す

自慢の一品を PRしてみませんか
　町では、本町の特産品を使った料理や町民のか
たが美味しそうに食事をしている写真画像を募集
します。
　応募された画像は本町のふるさと納税のカタロ
グやサイトなどで今後、利用させていただく予定
です。
　画像を応募していただいたかたの中から抽選で
特産品をプレゼントします。
　応募は本町の公式アカウント「LINE@」をご利
用ください。
　応募方法の詳細は LINE@、町のホームページ
に掲載しますので、ご確認ください。
○応募方法
　料理または食事風景の画像とともに次のことを
記載し、LINE@ に投稿すること
　①投稿者の氏名、住所、電話番号
　②画像のタイトル
　③料理で使用している特産品の名称
○応募締切　平成 31 年１月 31 日（木）
○注意事項
・飲食店で提供された料理の画像を投稿する場合
は、必ず飲食店の許可を得てください。
・応募された画像の著作権は応募者と町に帰属し
ますが、出版物やインターネットなどの掲載に関
する権利は町が有します。

ふるさと納税寄附額の推移
平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

187,130 千円

76,629 千円
15,935 千円

１億円

３億円 322,410 千円

大幅に増加

↑返礼品の発送風景（JA 鹿児島いずみ長島事業所）

LINE@ の公式アカウントの登録が済
んでいないかたは LINE の「友だち追
加」から ID 検索または QR コードで
登録をお願いします。

@hav0383m

↑たくさんの料理の画像の投稿をお待ちして
います
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保育所等在園者現況届と
利用申し込みの受け付け開始

　町では、保育所等の在園者の現況届と平成 31 年４月からの利用申し込み受け付けを開始します。
　現在、保育所等を利用している園児は現況届の提出が必要です。自宅に申請書を送付していますの
で、ご確認ください。
　新規に入所を希望されるかたは役場で申請書を受け取るか、町のホームページから申請書をダウンロー
ドして受付期限までに提出してください。

○入所資格
　保育所等を利用できる幼児は、町内に住所があ
り、両親および同居の家族全員が次のいずれかに
該当するため保育の必要がある０歳から小学校就
学前の幼児です。
　①家庭外労働（居宅外に勤務している）現在育
　児休業中のかたで、仕事に復帰する日が決定し
　ている場合も受け付けます。
　②居宅内で家事以外の仕事についている
　③母親が出産の前後である（出産前後８週）
　④疾病障がいなど
　⑤親族などの介護のため
　⑥災害などによる被災
　⑦求職活動中（入所日から 90 日まで）
　⑧その他町長が必要と認めたとき
○利用定員（保育認定部分）
　・東保育園　90 人
　・本浦保育園　20 人
　・平尾保育園　50 人
　・まこと保育園　70 人

　・風の杜こども園　110 人
　・認定こども園さすえ　60 人
　・伊唐保育園　12 人
※勤務先が町外にあるなどの理由で町外の保育
所などを希望するかたは受付期限までに申し込み
ください。
○受付期限　12 月７日（金）
　期限内に申し込みのあった方の中から、就労状
況等により利用の優先度を決定しますので、期限
内に申し込んだ場合でも、利用できずに待機とな
る場合があります。
○申請書配布場所・提出先
　・役場福祉事務所子育て支援係
　・指江庁舎総合管理課町民係
※町内の認定こども園の利用を希望する人は、認
定こども園へ提出してください。
◎問い合わせ先
　役場福祉事務所子育て支援係
　☎（86）1146［直通］

対象者 ・今年度中に、40 歳、50 歳、60 歳、70 歳になるかた
・検診一括申込書において、歯周病検診を申し込んだかた

費用 無料（※治療に関しては有料です。）

場所 ・児島歯科医院　☎（86）1266
・国民健康保険平尾診療所　☎（88）3600

日程 11 月１日（木）～ 12 月 31 日（月）
（休診日を除く）

注意事項
・検診を希望するかたは、必ず病院に直接予約してください
・対象者へは通知を行っています
　（詳細については通知をお読みください）

その他 ・40 歳以上で希望するかたはどなたでも受けられます。
　希望されるかたは、上記歯科医院へお問い合わせください。

『８０２０』『７０２４』募集中
　町では、平成 30 年度歯の表彰の対象者（過去に町の歯の表彰を受け
ていないかた）を募集します。

11 月・12 月は歯周病検診を実施します
～ 10 人に 8 人は歯周病！手遅れになる前に引き返そう！～

こんな症状ありませんか？
この機会に是非受診して、

口の中を確かめてみましょう！

◇対象者
・今年度中に 70 歳（昭和 23 年４月１日～昭和 24 年３月 31 日生まれ）
　になり、自分の歯が 24 本以上ある人
・今年度中に 80 歳（昭和 13 年４月１日～昭和 14 年３月 31 日生まれ）
　になり、自分の歯が 20 本以上ある人
・70 歳以上で上記に該当する表彰を受けていない人
　表彰は 12 月に行う予定です。自分または家族が該当する場合は、
　11 月 21 日（水）までにお知らせください。（自薦・他薦は問いません）

妊婦さんの歯科検診を無料で実施しています
　妊婦さんのお口の状態は、お腹の赤ちゃんに影
響します。
　口腔の病気は、つわりやホルモンバランスの変
化によって妊娠中に悪くなりやすいものです。ま
た、早産や低体重児出産の発生リスクは、歯周病
のないお母さんに比べて約 3 倍といわれていま

す。早産の予防と赤ちゃんのむし歯予防のために、
一度、歯医者さんへ行ってみましょう。

◎問い合わせ先
　役場町民保健課保健予防係
　☎（86）1157［直通］

　

町
立
幼
稚
園
で
は
、
平
成
31
年
度
新
幼
稚
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

町
内
に
居
住
し
て
い
る
平
成
25
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
満
３
歳
以
上
で
、

教
育
を
希
望
す
る
幼
児

○
募
集
定
員

　

鷹
巣
幼
稚
園
＝
70
人　

　

獅
子
島
幼
稚
園
＝
35
人

○
入
園
の
手
続
き

　

新
規
入
園
希
望
者
は
入
園
願
書
と
支
給
認
定
申
請
書

を
、
在
園
児
は
支
給
認
定
申
請
書
を
各
幼
稚
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
幼
稚
園
お
よ
び
町
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

11
月
19
日
（
月
）
～
12
月
７
日
（
金
）　

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

○
保
育
料
な
ど
（
平
成
30
年
10
月
１
日
現
在
）

　

・
保
育
料　

３
５
０
０
円
（
月
額
）

　

・
給
食
費　

４
１
０
０
円
（
月
額
）

○
保
育
時
間
な
ど

　

希
望
す
る
幼
稚
園
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鷹
巣
幼
稚
園　
　

☎
（
86
）
１
２
６
８　

　

獅
子
島
幼
稚
園　

☎
（
89
）
３
０
４
５　

　
（
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
）

町
立
幼
稚
園
　
園
児
の
募
集
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捨てればごみ　分けると資源

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
介
護
が
必
要
な
か
た
が
増
加
し
て
い

る
中
、
介
護
に
ま
つ
わ
る
課
題
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
か
た
に
介
護
を
身
近
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
介
護
に
つ
い
て
考
え
、

関
わ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
介
護
に
つ
い
て
の

理
解
と
認
識
を
深
め
、
地
域
社
会
に
お
け
る
支
え
合
い
交
流

を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、介
護
に
つ
い
て
考
え
る
日
と
し
て
、

11
月
11
日
を
介
護
の
日
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
介
護
を
し
て
い
る
か
た
は
、
仕
事
と
介
護

を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
、
要
介
護
者
（
要
支
援
者
）
へ
の
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
介
護
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
住

み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
介
護
に
関
す
る
専
門
職
が
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
一

人
や
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
相
談
す
る
こ
と
で
心
も

軽
く
な
り
、
次
の
支
援
策
も
見
つ
か
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

11
月
11
日
は
介
護
の
日
で
す

生ごみは有効活用
・生ごみはなるべく、生ごみ処理機で処理しましょう。
・ごみとして出す場合は、水気を切って出してください。
・キエーロや段ボールコンポストなどを利用して、生ごみを堆肥に
して活用しましょう。
空き缶はネットに

ごみステーションに空き缶を出す際は、ネットに入れましょう。
コンテナで出すと、燃えないごみとして処分され、公民館へ支払う
還元金に反映されません。
雑誌などは紙ひもで縛ってごみステーションに

段ボールや雑誌などは紙ひもで縛ってごみステーションに資源ごみ
として出しましょう。資源ごみで出せばリサイクル収入となり、北
薩広域行政事務組合への負担金が減ります。

　

町
で
は
、
土
に
埋
め
る
だ
け
で
手
軽
に
生
ご

み
の
処
理
が
で
き
、
環
境
に
も
や
さ
し
い
「
キ

エ
ー
ロ
」
で
の
生
ご
み
処
理
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
し
て
い
る
か
た

　

②
キ
エ
ー
ロ
を
適
正
に
維
持
管
理
で
き
る
か
た

　

③
キ
エ
ー
ロ
で
の
生
ご
み
処
理
に
取
り
組
ん

　

で
い
た
だ
い
た
か
た
で
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー

　

ト
な
ど
に
回
答
で
き
る
か
た

○
モ
ニ
タ
ー
期
間　

平
成
31
年
３
月
末
ま
で

○
申
し
込
み
方
法

　

役
場
介
護
環
境
課
、
指
江
庁
舎
総
合
管
理
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
配
布
物
品
及
び
配
布
場
所

　

キ
エ
ー
ロ
と
説
明
書
を
介
護
環
境
課
ま
た
は

総
合
管
理
課
で
後
日
配
布
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

　最近、事業者が設置する有料
の「庭先ボックス」が町内で増
えています。
　庭先ボックスで廃棄できるご
みは、農業で出た資材や解体工
事などで出た廃材などの産業廃
棄物が対象です。一般廃棄物（家
庭ごみ）を廃棄することはでき
ません。
　家庭ごみはごみステーション
に出すか、北薩広域事務組合の
環境センターへ持ち込みましょ
う。
※庭先ボックスで家庭ごみを
廃棄した場合、事業者はもちろ
ん、排出者も罰せられることが
あります。

利用には注意を

↑庭先ボックスのイメージ

　

12
月
は
給
与
な
ど
に
係
る
源
泉
所

得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
年
末

調
整
に
よ
り
、
そ
の
年
の
納
税
を
完

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
末
調

整
が
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、

勤
務
先
に
扶
養
親
族
や
保
険
料
な
ど

の
申
告
を
正
し
く
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

平
成
30
年
分
以
後
の
所
得
税
に
つ

い
て
は
、
配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶

者
特
別
控
除
の
控
除
額
な
ど
が
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶
者
特
別

控
除
の
控
除
額
の
改
正 

　

①
給
与
所
得
者
の
合
計
所
得
金
額

　

が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場　

　

合
、
配
偶
者
控
除
の
適
用
を
受
け

　

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ

　

ま
し
た
。

　

②
対
象
と
な
る
配
偶
者
の
合
計
所

　

得
金
額
が
38
万
円
超
１
２
３
万
円

　

以
下
と
さ
れ
ま
し
た
。

○
扶
養
親
族
等
の
数
の
算
定
方
法
の

変
更

　

扶
養
親
族
な
ど
の
数
の
算
定
に
当

た
り
、
配
偶
者
が
源
泉
控
除
対
象
配

偶
者
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
扶
養

親
族
等
の
数
に
1
人
を
加
え
て
計
算

し
、
ま
た
、
同
一
生
計
配
偶
者
が
障

害
者
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
扶
養

親
族
な
ど
の
数
に
1
人
を
加
え
て
計

算
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

○
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
申
告

書
な
ど
の
様
式
変
更
な
ど

　
「
給
与
所
得
者
の
配
偶
者
特
別
控

除
申
告
書
」
が
「
給
与
所
得
者
の
配

偶
者
控
除
等
申
告
書
」
に
改
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
配
偶
者
控
除
ま
た
は

配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
よ

う
と
す
る
給
与
所
得
者
は
、
そ
の
年

の
年
末
調
整
の
時
ま
で
に
給
与
な
ど

の
支
払
者
に
当
該
申
告
書
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
い
、

給
与
所
得
者
は
「
給
与
所
得
者
の
扶

養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
に
給
与

所
得
者
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
、

控
除
対
象
扶
養
親
族
等
の
個
人
番
号

を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０
［
直
通
］

本町のごみ収集および処理に要する経費
年　度 処理経費［千円］ ごみ総処理量［t］1 人当たりの経費［円］

平成 25 年度 81,360 2,734 7,335
平成 26 年度 82,523 2,622 7,364
平成 27 年度 83,334 2,607 7,699
平成 28 年度 83,300 2,559 7,812
平成 29 年度 83,971 2,599 7,958

1
人
当
た
り
約
８
千
円
の
負
担

　

本
町
の
ご
み
処
理
量
は
年
間

２
５
９
９
㌧
（
平
成
29
年
度
）
で
、

そ
の
処
理
に
約
８
３
９
７
万
円
要

し
、
町
民
１
人
当
た
り
７
９
５
８
円

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

収
集
運
搬
か
ら
中
間
処
理
、
最
終

処
分
に
至
る
ご
み
処
理
は
全
て
税
金

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
の

増
加
は
自
然
環
境
を
害
す
る
だ
け
で

な
く
、
町
の
財
政
を
圧
迫
し
ま
す
。

快
適
な
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
資
源
の
大
切
さ
を
認

識
し
、
ご
み
減
量
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ご
み
の
減
量
に
は
、
分
別
の
徹
底

が
不
可
欠
で
す
。
各
集
落
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
燃
え
る
ご
み
と

資
源
ご
み
を
分
別
せ
ず
に
廃
棄
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

町
衛
生
自
治
団
体
連
合
会
が
発
行

し
て
い
る
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

ル
ー
ル
」
を
再
度
、確
認
し
ま
し
ょ
う
。

「キエーロ」のモニター募集 燃えるごみの約 50% は生ごみ

↑「キエーロ」ベランダ型

↑「キエーロ」直置き型

Tax ews 控除額などが改正されました
12 月は年末調整
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↑最年長チーム「タイガース」

↑優勝チーム「ぐるさんず」

第 13回同期生対抗ソフトボール大会
　９月 18 日から 10 月３日まで、第 13 回同期生
対抗ソフトボール大会が城川内運動場と川床コミュ
ニティ運動場で開催されました。
　今大会は 22 歳から 55 歳までの 32 チームが
出場。同期生同士の息の合ったプレーや学生時代
の先輩後輩対決など、注目を集める試合に歓声が
湧きました。
　大会期間中、昭和 37 年度生まれで 55 歳の同
期生チーム「タイガース」は大会史上、最高齢で
出場した功績が認められ、町ソフトボール協会か
ら功労賞を受賞しました。
　監督の山本清喜さん（薄井）は「この年齢まで
皆とプレーできて嬉しい。２勝して最年長の意地
も見せれた」と喜びました。
　大会結果は次のとおりです。

［優勝］ぐるさんず［準優勝］p.t.y.b
［３位］うず、エゴイスト

農業用廃プラスチック類回収のお知らせ

□農ポリ・ビニールの梱包
①約１㍍間隔に杭などを打ち、ビニー
　ルを巻きつける。
②３カ所を結束し、１梱包 10kg 程度
　とする。
※同じフィルムで縛り、土や砂、
　その他異物を取り除く。

□農薬使用済み袋
農業用ポリ容器は、水で洗浄しラベルをはがしてください。
※ラベルをはがしていないポリ容器は、回収しません。
※農薬の廃袋は、水で洗浄してください。

◇回収費
①農業用ビニール　40 円 /kg　　
②農業用ポリフィルム（ポリ容器含む）

40 円 /kg

◇ 注 意 事 項

※廃プラスチック類を搬入する際は、「産業廃棄物積載車」と表示することが義務付けられています。
　車両の両側面にマグネットシートを貼ってください。
※伊唐地区は伊唐港で計量し、伊唐島側大橋手前駐車場で回収を行います。

◎問い合わせ先
　役場農林課農政係　☎（88）5670［直通］

　使用済みの農業用プラスチック類などは産
業廃棄物です。これらの処理については「使
用した農家自らの責任で正しく処理しなけれ
ばならない」と定められています。
　農業用廃プラスチック類の回収を次のとお
り実施します。回収方法にしたがって、最寄
りの回収場所に持ち込んでください。

［回収品目］農業用ポリフィルム・ビニール・
肥料袋（ビニール製のもの）・農薬使用済み
袋　（ポリ容器含む）

回収日 時間 回収場所

12 月 13 日
（木）

8:00 ～
10:00

伊唐大橋前駐車場（伊唐側）
（計量は伊唐港）

ＪＡ東事業所馬鈴薯選果場

12 月 14 日
（金）

8:00 ～
10:00

小浜港野積場

ＪＡ長島事業所馬鈴薯選果場

□肥料袋の梱包
①同じ種類の袋を２つ折りにして重ね合わせる。
②肥料袋で作ったひもで十文字に結束する。
※肥料袋で作ったひも以外で結束された場合は、
　回収しません。（持ち帰りとなります。）

↑
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回
収
風
景

　

町
で
は
、
平
成
30
年
度
宝
く
じ
助

成
金
で
、要
望
の
あ
っ
た
湯
ノ
口
・
潟
・

菅
牟
田
集
落
な
ど
25
集
落
に
合
計
25

機
の
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
住
民
ら
が
自

主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

促
進
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
や
犯

罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
地
域
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

防
犯
灯
25
機
設
置↑設置された防犯灯（菅牟田）

　

本
町
の
酒
販
同
友
会
（
諏
訪
義
則
会
長
）
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
焼
酎
「
さ
つ
ま
島
娘
」
が
発
売
さ
れ
、
今
年

で
25
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。　

　

同
会
は
さ
つ
ま
島
娘
の
記
念
ボ
ト
ル
、
限
定

５
０
０
０
本
を
島
内
の
酒
販
店
で
の
み
販
売
中
で
す
。

　

諏
訪
会
長
は
「
会
員
の
地
道
な
販
売
努
力
と
町
民

の
か
た
の
協
力
で
徐
々
に
島
外
の
フ
ァ
ン
が
増
え
た
。

今
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
島
娘
で
あ
る
こ
と
を
願

う
」
と
感
慨
深
く
話
し
ま
し
た
。

「
娘
」
の
誕
生
か
ら
25
年

限
定
ボ
ト
ル
を
販
売

　

長
島
研
醸
有
限
会
社
の
統

一
銘
柄
「
さ
つ
ま
島
美
人
」

が
昭
和
42
年
か
ら
販
売
さ
れ
、

愛
飲
者
と
島
外
へ
の
出
荷
量

が
増
え
る
中
、
地
元
酒
販
店

は
島
内
で
の
消
費
が
減
少
す

る
こ
と
を
懸
念
し
ま
し
た
。

　

地
元
酒
販
店
は
新
し
い
長

島
の
特
産
品
を
開
発
し
た
い

思
い
か
ら
平
成
６
年
に
「
酒

販
同
友
会
」
を
発
足
。
同

年
、
長
島
研
醸
の
協
力
の
も

と
、
同
会
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
焼

酎
「
さ
つ
ま
島
娘
」
を
生
み

出
し
、
島
内
限
定
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

誕
生
の
背
景
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長島町で働ける求人情報！（長島町 × ハローワーク出水）

・就業場所が長島町となっている求人情報を掲載しています。

・募集が終了している場合もありますのでご了承ください。

・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。

・スペースの都合により、すべてを表示てきていない項目もあります。

　求人の詳細についてはハローワーク出水にお尋ねください。

・求人の掲載についてのお問い合わせは、地方創生課 ０９９６（８６）１１０１まで。

（平成３０年１０月 1 日～１０月３１日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。）
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長島町で働ける求人情報！（長島町×ハローワーク出水）
（平成３０年１０月1日～１０月３０日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。）
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１
日

４
日

９
日

11
日
～
14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

22
日

23
日

23
日
～
26
日

27
日

28
日

29
日
～
30
日

31
日

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

全
体
朝
礼　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

全
国
消
防
操
法
大
会
出
場
選
手
壮
行
会　
（
鷹
巣
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

海
外
研
修
視
察　
　
　
　
　
　
（
ベ
ト
ナ
ム
）

議
会
へ
の
行
政
報
告　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
込
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
要
望
活
動　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
陸
上
記
録
会　
　
　
　
（
城
川
内
運
動
場
）

田
尻
地
区
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
起
工
式　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
尻
）

北
薩
地
区
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
町
総
合
町
民
体
育
館
）

株
式
会
社
東
郷
長
島
工
場
開
所
式　
（
田
尻
）

認
定
こ
ど
も
園
さ
す
え
運
動
会

（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

ち
び
っ
こ
相
撲
大
会　
　
（
出
水
市
武
道
館
）

町
村
会
Ｏ
Ｂ
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

獅
子
島
架
橋
期
成
会
要
望
活
動

鹿
児
島
県
戦
没
者
追
悼
式　
　
（
鹿
児
島
市
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
理
事
会　
　
（
東
京
都
）

鹿
児
島
県
港
湾
協
会
要
望
活
動

全
国
漁
港
漁
場
大
会
・
理
事
会
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
大
阪
府
）

町
交
通
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
）

ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
跡
地
周
辺
）

町
村
会
定
期
総
会
・
理
事
会　
（
南
大
隅
町
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

平
成
31
年
度
予
算
編
成
説
明
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

鹿
児
島
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会

（
鹿
児
島
市
）

10月

　材料はたった３つ！お店屋さ
んで売っている話題のスイーツ
をすいすいーっと作りましょ
う。

　定番ものから意外な食材の組み
合わせまで、まるごと「みそ汁」
の本です。具だくさんみそ汁で、
まんぷくになりましょう。

著　

堤　

人
美

「
ま
ん
ぷ
く
み
そ
汁
」

著
　
宮
沢
　
う
ら
ら

「
材
料
３
つ
で
す
い
す
い
ス
イ
ー
ツ
」

裏
山
の
朝
の
風
車
に
陽
の
差
せ
ば
光
り
と
影
の
大
羽
根
ま

わ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

腰
を
病
む
夫
を
気
遣
ふ
競
り
市
に
無
口
な
息
子
が
来
て
仔

牛
引
き
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

今
宵
ま
た
友
の
通
夜
な
り
帰
り
道
下
弦
の
月
は
山
の
端
に

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

秋
空
の
青
に
浮
か
び
て
鱗
雲
南
か
ら
北
へ
動
き
ゐ
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

押
し
車
に
頼
り
て
歩
む
黄
昏
の
茜
の
光
り
足
元
照
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

夕
日
差
残
る
む
か
う
に
消
え
ゆ
き
し
曾
孫
三み

た

り人
の
残
り
香

に
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

わ
が
畑
の
倉
庫
の
窓
に
光
り
ゆ
れ
季
節
は
づ
れ
の
南
瓜
花

咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

つ
つ
ま
し
く
米
寿
を
迎
え
し
こ
の
夜
更
け
白
髪
染
む
る
を

止
め
ん
と
決
む
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

総
身
を
揺
す
り
て
諸
葉
落
す
木
に
敗
北
感
の
総
量
が
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

拾
わ
ん
と
伸
ば
せ
る
指
を
カ
ナ
ブ
ン
が
思
わ
ぬ
力
も
ち
て

掴
み
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

血
糖
値
上
昇
す
る
は
女
房
の
わ
た
し
に
罪
あ
る
よ
う
な
物

言
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

雨
晴
れ
て
虹
た
つ
島
の
や
わ
ら
か
さ
孫
は
大
き
な
虹
を
喜

ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
　
洋
子

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
秋
の
蠅
が
い
る
俺
の
は
な
し
を
聴
く

ふ
り
を
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
　
義
彦

目
に
見
え
て
確
か
降
り
い
る
雨
な
れ
ど
乾
け
る
土
は
音
も

吸
い
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
　
益
信

父
の
田
の
固
定
資
産
税
た
だ
一
人
生
き
残
り
い
る
我
に
宛

て
て
来
つ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

水
音
に
昏
る
る
観
音
冬
紅
葉　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

野
兎
や
星
を
見
下
ろ
す
開
拓
碑　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

虫
時
雨
ク
ル
ス
の
島
の
町
明
り　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

読
み
か
け
に
紅
葉
の
栞
閉
校
す　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

校
庭
の
日
向
ぼ
こ
か
ら
笑
い
声　
　
　
　
　

脇
田　

武
志

虫
し
ぐ
れ
さ
そ
り
一
匹
去
り
し
天　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

焼
秋
刀
魚
余
生
何
年
老
い
て
ゆ
く　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

桐
一
葉
風
の
吐
息
と
思
ひ
け
り　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

焼
芋
を
二
つ
に
割
っ
て
一
人
食
う　
　
　
　

大
堂　

正
弘

城
下
街
白
壁
映
ゆ
る
冬
紅
葉　
　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

か
た
ま
っ
て
芋
ほ
り
に
行
く
園
児
か
な　
　

迫
口　

君
代

　

平
成
30
年
度
鹿
児
島
県
畜
産
共
進

会
が
９
月
29
日
に
霧
島
市
の
姶
良
中

央
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
県
内
11
地
区
か
ら
３

部
門
に
58
頭
の
出
品
が
あ
り
ま
し

た
。
本
町
か
ら
は
出
水
地
区
代
表
と

し
て
若
雌
１
区
に
門
元
政
文
さ
ん

（
蔵
之
元
）
所
有
の
「
な
お
こ
号
」

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

門
元
さ
ん
は
今
回
の
県
共
進
会
が

初
出
品
な
が
ら
、
優
秀
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

　

門
元
さ
ん
は
結
果
を
受
け
て
「
次

回
は
最
優
秀
賞
を
取
り
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　
第 67回鹿児島県畜産共進会

　

長
島
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
で
は
、
次

の
と
お
り
平
成
30
年
度
長
島
フ
ェ
ス
タ

（
産
業
・
福
祉
・
健
康
ま
つ
り
）
を
開
催

し
ま
す
。

　

各
種
団
体
の
出
店
や
餅
投
げ
、
大
抽
選

会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

12
月
２
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

○
場
所
＝
町
総
合
町
民
体
育
館
周
辺

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局　

　
（
役
場
農
林
課
内
）

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

［
短
歌
］

そ
の
昔
遣
唐
使
船
難
破
せ
り
唐
隈
沖
は
何
も
語
ら
ず　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

七
十
の
古
稀
の
祝
い
の
同
窓
会
次
は
喜
寿
ぞ
と
約
し
て
追

え
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

天
然
の
美
の
島
々
は
鶴
の
舞
う
優
し
さ
あ
ふ
る
を
語
り
つ

ぎ
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

居
酒
屋
で
隣
り
合
わ
せ
に
な
り
し
人
く
し
ゃ
み
の
あ
と
に

大
魔
王
と
い
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

人
生
は
年
取
る
な
れ
ば
駄
目
成
る
や
良
い
事
な
き
や
哀
れ

成
る
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

想
い
出
に
母
の
為
に
と
取
り
し
ウ
ベ　
　
　

宗
方　

清
明

牛
肉
を
大
盤
振
る
舞
い

　

フ
ェ
ス
タ
の
開
催
中
、
会
場
内
で
「
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
団
体
総
合
優
勝
記
念

事
業
」
と
題
し
、
全
世
帯
を
対
象
に
牛
肉

（
町
内
産
）
が
当
た
る
催
し
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

　

事
前
に
全
戸
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
「
く
じ
引
き
券
」
を
必
ず
持

参
し
て
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
催
事
内
容

　

１
世
帯
に
つ
き
１
枚
く
じ
を
引
き
、
当

た
り
が
出
た
ら
牛
肉
１
パ
ッ
ク
を
提
供
。

は
ず
れ
の
場
合
で
も
半
額
の
１
０
０
０
円

で
購
入
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、牛
肉
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

↑優秀賞を獲得した「なおこ号」

長
島
フ
ェ
ス
タ
開
催

「
く
じ
引
き
券
」
を
忘
れ
ず
に

1819



『巡回無料法律相談会』を開催
　鹿児島県弁護士会では、当会所属の弁護士を
派遣して各地を巡回する形での無料法律相談会
を実施します。
　当会では、住民の皆さんの日常生活での悩み
事やトラブルに専門のアドバイスを提供する環
境整備を進めています。
　身近なことから何でも構いません遠慮なくご
利用ください。開催日時・場所については次の
とおりです。
※混乱を回避するため、予約制とさせていた
だきます。
○日時
　12 月 21 日（金）　午後１時～４時
○場所
　町開発総合センター
◎申し込み・問い合わせ先
　役場総務課行政係　☎（86）1111［直通］

特
別
人
権
相
談
所
を
開
設

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。

　

人
権
週
間
は
、
昭
和
23
年
12
月

10
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
「
世

界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

で
、
今
年
で
70
周
年
を
迎
え
、
全

国
各
地
で
人
権
に
関
す
る
各
種
啓

発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
開
設
日
時
・
場
所 

　

・
12
月
４
日
（
火
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

・
12
月
10
日
（
月
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　

役
場
指
江
庁
舎

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
保
健
課
戸
籍
住
民
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

　「
国
民
の
司
法
参
加
」
に
協
力

お
願
い
し
ま
す

　

平
成
31
年
度
の
「
裁
判
員
候
補

者
」
ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候
補

者
」
は
選
挙
権
の
あ
る
県
民
の
中

か
ら
く
じ
で
選
定
（
20
歳
未
満
を

除
く
）
さ
れ
ま
す
。

　

選
定
さ
れ
た
候
補
者
に
は
、
11

月
中
旬
ご
ろ
に
「
裁
判
員
候
補
者

名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
ま

た
は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿

へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が
届
き

ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
２
つ

の
制
度
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

裁
判
員

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判
係

　

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
７
１
５
７

　

検
察
審
査
員

　

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
１
９

納
期
限
は
11
月
30
日
（
金
）
で
す

　

個
人
事
業
税
は
県
内
に
事
務
所

（
事
業
所
）
を
持
ち
、事
業
を
行
っ

て
い
る
個
人
の
か
た
が
収
め
る
税

金
で
す
。

　

県
の
地
域
振
興
局
な
ど
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、

期
限
ま
で
に
納
付
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
年
度
か
ら
30
万
円
以

下
の
税
額
の
個
人
事
業
税
は
コ
ン

ビ
ニ
で
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
他
の
納
付
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

・
金
融
機
関
窓
口

　
・
電
子
収
納
（
ペ
イ
ジ
ー
収
納
）

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
パ
ソ

　

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ａ

　

Ｔ
Ｍ
か
ら
納
付

　

・
口
座
振
替

※
こ
れ
か
ら
口
座
振
替
の
手
続
き

を
さ
れ
る
場
合
は
、
手
続
き
完
了

ま
で
2
カ
月
ほ
ど
要
し
ま
す
の

で
、
来
年
度
分
か
ら
の
適
用
と
な

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
５

お
れ
ん
じ
鉄
道
運
賃
助
成
制
度

　

県
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
利
用
促

進
協
議
会
で
は
、
県
内
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
肥

薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
鉄
道
の
利
用
を
通

し
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど

を
行
う
際
の
運
賃
を
助
成
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

○
申
請
可
能
団
体

　

県
内
の
小
・
中
学
校
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
子
ど
も
会
、
町
内
会
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど

○
助
成
対
象
と
な
る
活
動

　
・
文
化
活
動（
展
覧
会
観
賞
な
ど
）

　
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流（
試
合
、合
宿
な
ど
）

　

・
社
会
見
学
（
遠
足
な
ど
）

※
助
成
要
件
の
詳
細
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
交
通
政
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
６
５

秋
の
祭
典
を
開
催

　

県
で
は
、
明
治
維
新
１
５
０
年

目
と
い
う
契
機
を
活
か
し
て
、
鹿

児
島
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に

「
秋
の
祭
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
西
郷
さ
ん
を
愛

す
る
そ
っ
く
り
さ
ん
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
を
決
め
る
「
全
国
西
郷
１
（
せ

ご
ワ
ン
）
グ
ラ
ン
プ
リ
鹿
児
島
決

勝
大
会
」
や
豪
華
特
産
品
が
当
た

る
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」、「
薩
長

土
肥
を
テ
ー
マ
に
し
た
ゆ
る
キ
ャ

ラ
シ
ョ
ー
」
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
明
治
維
新
関
連

グ
ッ
ズ
な
ど
の
販
売
、「
維
新
の

偉
人
顔
出
し
パ
ネ
ル
」
も
設
置
さ

れ
ま
す
の
で
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

11
月
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

○
場
所　

　

鹿
児
島
中
央
駅
広
場
・
ア
ミ
ュ
広
場

※
詳
し
く
は
「
か
ご
し
ま
明
治
維

新
博
」
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
明
治
維
新
１
５
０
年
推
進
室

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
８
２

介
護
の
就
職
面
談
会
開
催

　

県
と
県
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
介
護
な
ど
職
場
の
人
材
を
確

保
し
、
就
職
希
望
者
の
求
職
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、
就
職
面
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
24
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所　

薩
摩
川
内
市
総
合
福
祉
会
館

○
対
象　

　

一
般
求
職
者
、
来
春
、
大
学
な

ど
を
卒
業
予
定
の
か
た
、
求
人
施

設
の
人
事
担
当
者

○
内
容　

　

就
職
面
談
会
、
就
職
相
談
・
資

格
取
得
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
履
歴
書
・
事
前
申
し
込
み
不
要

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人

材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
2
５
８
）
７
８
８
８

　

県
庁
社
会
福
祉
課

　

☎
０
9
９
（
２
８
６
）
２
８
４
１

「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定

申
請
受
け
付
け
開
始

　

鹿
児
島
を
代
表
す
る
農
畜
産
物

（
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
産
品
）
を

安
定
的
に
生
産
・
販
売
す
る
生
産

者
団
体
な
ど
（
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン

ド
団
体
）
の
認
定
申
請
の
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す
。

　

か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
団
体
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
す
と
、
産
地
づ
く

り
や
販
路
拡
大
な
ど
に
向
け
た
支

援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
対
象
団
体

　

か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を
生

産
・
飼
養
・
加
工
ま
た
は
出
荷
販

売
を
し
て
い
る
生
産
者
団
体
な
ど

○
申
請
受
け
付
け
開
始

　

11
月
か
ら
随
時
受
け
付
け
中

○
申
請
先

　

か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
地
域
推
進

本
部
（
北
薩
地
域
振
興
局
）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
様
式
や
申
請
要
件

な
ど
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
農
政
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
９
５

税
を
考
え
る
週
間

　

毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で

は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　

こ
れ
は
皆
さ
ん
に
税
金
の
仕
組

み
や
使
い
道
、
必
要
性
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
き
、
税
金
に
対
す

る
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

期
間
中
は
県
内
各
地
で
パ
ネ
ル

展
、
税
金
に
関
す
る
作
品
展
な
ど

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
家
庭
や
職
場
、
学

校
な
ど
で
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税

金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
９
６
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↑神輿を担ぎ、先人たちの霊を慰める儀式

長島古墳まつり

にしえの生活体験い
　古代の生活を体験する第 25 回長島古墳まつり
が 10 月 20 日、長島風車公園で開催されました。
　今回は晴天に恵まれ、町内の小学校、児童クラ
ブから約 60 人が参加しました。
　祭りでは、神事を行った後、児童らがまが玉作
りや火おこし、弓矢体験など古代の生活に悪戦苦
闘しながら楽しみました。
　昼食時には、古代なべや古代米、焼き芋が振舞
われ、参加者や保護者は温かい古代料理に舌鼓を
打ちました。

↑競技を楽しむ参加者

北薩地区障がい者スポーツ大会

技を通して親睦を深める競
　10 月 18 日、町総合町民体育館で第 51 回北薩
地区障がい者スポーツ大会が開催されました。
　この大会は北薩地区から約 150 人の選手が参
加し、６種目の競技で親睦を深めました。
　選手宣誓では、長島町選手団の森枝速人さん（葛
輪）が「障がい者間の親睦を深めつつ競技に臨み
たい」と爽やかに宣誓しました。
　競技では、選手間で親交を深めながら、真剣な
まなざしで取り組みました。
　大会結果は次のとおりです。

［優勝］長島町　［準優勝］薩摩川内市
［３位］阿久根市・さつま町

公民館対抗グラウンド・ゴルフ大会

川
　10 月７日、第 13 回自治公民館対抗グラウンド・
ゴルフ大会が川床コミュニティ運動場で開催さ
れ、町内の 35 自治公民館から 84 チームが参加
しました。
　歓声と笑いが絶えない中でも、目を見張る好プ
レーが飛び出す場面もあり、白熱した大会となり
ました。
　大会結果は次のとおりです。
団体の部　［優　勝］川床上Ｂ
　　　　　［準優勝］山中Ｂ［３位］川床中
個人の部　［優　勝］竹上　直登（山寺Ａ）
　　　　　［準優勝］福嵜　ミスエ（川床上Ｂ）
　　　　　［３　位］大畑　憲治（小坂Ｂ）

↑優勝した川床上Ｂチーム

床上Ｂチームが優勝

鷹巣小で稲刈り体験

ら植えた稲を収穫自
　鷹巣小学校（大野憲久校長・197 人）の５年生
49 人が 10 月 24 日、学校近くの水田の稲刈りに
挑戦しました。
　６月に児童たちが苗を植えつけた稲は順調に育
ち、北村秀紀さん（本町）から、稲刈りから食卓
にご飯が並ぶまでの説明などがありました。
　慣れない様子で鎌を使っていた児童も一緒に参
加した保護者から手ほどきを受けながら、てきぱ
きと稲刈りをしていました。
　下平亮栄君は「束にした稲を結ぶ作業が難し
かった」と感想を話しました。
　

↑国内外に最先端の製品を供給する工場の内部を公開

（株）東郷長島工場開所式

域に根差した企業を目指して地
　昨年、本町と立地協定を締結した株式会社東郷

（鹿児島市・東成生代表取締役）が 10 月 19 日、
長島工場開所式を行いました。
　同社は閉校になった田尻小学校跡地の校舎建物
を工場として利用し、通信機器の金型の製造など
に取り組んでいます。
　開所式には、川添町長や林義明町議会議長、地元
関係者が参加し、工場内部の見学が行われました。
　東代表取締役による最先端の製品を供給してい
る製造ラインの説明を参加者は興味深く聴いてい
ました。
　東代表取締役は「事業拡大、雇用増加に努め、地
域に根差した企業を目指す」と展望を話しました。

川床中学校キャリア教育体験活動

設業について学ぶ建
　川床中学校（脇田武志校長・53 人）では、10
月 26 日、３年生 19 人を対象に地元企業で働く
かたを講師として招き、将来の生き方を考える
キャリア教育体験活動を実施しました。
　今回は町内の建設会社から組織される長島朝日
会の会員を迎え、重機の操作体験や建設業に関す
る講話を受けました。
　バックホー、ホイールローダーを使用した重機
の操作体験では、生徒は貴重な経験に目を光らせ、
会員からの指導を熱心に受け取り組んでいました。
　講話では、仕事のやりがいなどの質疑応答も設け、
生徒は興味を持った様子で耳を傾けていました。
　白鳥聖

あきら

さんは「馴染みがなかった建設業に興味
を持てた」と充実した様子で話しました。

↑根気よく稲を結ぶ児童

↑バックホーの操縦に興味津々の生徒
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10,509 (-17)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,097 ( ± 0)
5,412 (-17)

  4,496 (- 6)

平成 30年 10 月 31 日現在
(　) 内は前月比

▽
秋
は
イ
ベ
ン
ト
の
時
期
で
毎
週

の
よ
う
に
町
内
各
地
で
開
催
さ
れ

て
お
り
、
準
備
に
追
わ
て
る
か
た

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

来
月
は
も
う
師
走
で
、私
は「
忙

し
い
ま
ま
、
あ
っ
と
い
う
間
に
年

越
し
だ
ろ
う
な
」
と
ぼ
ん
や
り
考

え
て
い
ま
す
。
忙
し
い
時
こ
そ
、

立
ち
止
ま
っ
て
冷
静
に
な
り
、
心

に
余
裕
を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
温
度
差
も
激
し
く
、
体

調
を
崩
し
や
す
い
時
期
な
の
で
、

皆
さ
ん
も
十
分
な
手
洗
い
う
が
い

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

締
め
切
り
を
気
に
し
つ
つ
、
何

と
か
校
了
で
き
そ
う
で
す
。
つ
か

の
ま
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
家
族

サ
ー
ビ
ス
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
田
上
徹
）

↑
沿
道
を
彩
る
ア
ジ
サ
イ（
川
床
地
区
）

ア
ジ
サ
イ
を
植
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
景
観
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
沿
道
な
ど
に
ア
ジ
サ
イ
の
植
栽
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

挿
し
木
で
簡
単
に
育
苗
で
き
る
た

め
、
町
で
も
育
苗
し
て
い
ま
す
が
、
沿

道
な
ど
に
植
栽
す
る
こ
と
を
条
件
に
町

民
の
か
た
に
も
ア
ジ
サ
イ
の
苗
を
提
供

し
ま
す
。

　

苗
の
提
供
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

・
町
内
在
住
の
町
民
及
び
団
体
（
公

　

民
館
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
）

　

・
役
場
鷹
巣
庁
舎
ま
で
苗
を
取
り
に

　

来
れ
る
か
た

○
苗
の
提
供
本
数

　

・
個
人
＝
10
本
ま
で

　

・
団
体
＝
１
０
０
本
ま
で

※
１
０
０
０
本
準
備
し
て
い
ま
す
。
な

く
な
り
次
第
終
了
と
し
ま
す
。　

○
植
栽
地
＝
沿
道
や
公
民
館
敷
地
な
ど

○
申
込
締
切
＝
11
月
22
日
（
木
）

○
そ
の
他

　

色
や
種
類
な
ど
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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例
年
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
長
島
お
さ
か
な
祭
り
。

　

漁
業
が
盛
ん
な
本
町
な
ら
で
は
な
の
漁
船
パ
レ
ー
ド

や
ブ
リ
の
解
体
シ
ョ
ー
、
模
擬
入
札
な
ど
イ
ベ
ン
ト
満

載
の
お
祭
り
で
す
。

○
日
時
＝
11
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

○
場
所

　

薄
井
漁
港
（
長
島
町
諸
浦
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
地
域
戦
略
協
議
会
（
役
場
水
産
商
工
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
３
７
［
直
通
］

　沿道のスイセンや東シナ海を眺めながら、歩
いて楽しんでいただく「すいせんウォーク」に
参加してみませんか。
○日時
　平成 31 年１月 19 日（土）
　午前 9 時 40 分開会（受付は９時～）
○会場＝長島町文化ホール周辺
○コース
　・すいせんめぐりコース　（12 ㌔）
　・古墳めぐりコース　　　（６㌔）
○参加資格
　小学生以上で健康なかた
○参加料
　小・中学生（1,200 円）
　高校生・一般（1,500 円）
○申込締切＝ 12 月 14 日（金）（当日消印有効）
　※申し込み先着 1,200 人で打ち切り
◎問い合わせ先
　長島すいせんウォーク実行委員会
　（町教育委員会社会教育課内）
　☎（88）6500［直通］
　

新
鮮
・
美
味
い
！

　
　
　

長
島
の
さ
か
な

絶
景
望
み
、
心
と
体
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１８12
７ ８２ ５ ６

１４ １５９ １２ １３

２１ ２２１６ １７ １８ １９ ２０

２３

１１

４

１11/25

２５ ２６ ２７ ２８ ２９

11/26 11/27 11/28 11/29 11/30

３

１０

２４

３０ 1/1 1/51/41/31/2３１

○長島クリニック 88-6405
○山田クリニック 72-0420
○東医院 67-1861
○二宮医院 62-0167
○橋口歯科医院 63-2330
□しおかぜ薬局 88-6011
□よつば薬局 63-4630
□スマイル薬局出水店 67-2055
◇二宮医院 62-0167

□長島フェスタ
（長島町総合町民体育館周辺）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（１歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○鷹巣診療所 86-0054
○北国医院 72-0016
○野田診療所 84-2023
○平田整形外科クリニック 62-8801
○スマイル歯科医院 75-3300
□長島調剤薬局 64-5555
□上野薬局 72-1016
□野田調剤薬局 84-2856
□ひまわり薬局 62-6070
□そうごう薬局 64-8161
◇出水総合医療センター 67-1611

 

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○脇本病院 75-2121
○三慶医院 63-2333
○おかだクリニック 63-7011
○はしぐち歯科クリニック 62-8241
□三文字薬局 75-0073
□タカラ調剤薬局 62-8813
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（獅子島）

天皇誕生日

○鷹巣診療所 86-0054
○林胃腸科外科 73-3639
○せき耳鼻咽喉科クリニック 64-1187
○林泌尿器科クリニック 64-8800
○白男川歯科医院 63-0009
□長島調剤薬局 64-5555
□阿久根薬局 72-1017
□メープル薬局 62-9292
◇出水総合医療センター 67-1611

振替休日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
○長島クリニック 88-6405
○植村整形外科 72-1041
○さくら通りクリニック 62-2311
○児島歯科医院 86-1266
□しおかぜ薬局 88-6011
□三文字薬局 75-0073

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）
○鷹巣診療所 86-0054
○脇本病院 75-2121
□長島調剤薬局 64-5555
□三文字薬局 75-0073

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

● 12 月 23日は天皇誕生日です。
　天皇誕生日は「天皇の誕生日を祝う」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！

○平尾診療所 88-2595
○いまむらクリニック 73-1700
○つかさとクリニック 67-5560
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○久木田歯科医院 73-0470
□市民調剤薬局 68-0150
◇二宮医院 62-0167

○鷹巣診療所 86-0054
○北国医院 72-0016
○高尾野診療所 82-0017
○楠元内科医院 62-8600
○楠元内科医院（歯科）79-3351
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター 67-1611
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